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　　拡充、青年部・女性部「先進的・独創的な事業を募集」
7　元気推奨優良店 富山県町村会長賞（ユジマ）、水橋地域ビ
　　ジョン発刊
8　雇用保険が変わりました、商工会の決算公告システム、イベ
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商
工
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
商
工
会
連
合
会（
清
家
孝
会

長
）の
平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
九
日
に
東
京
千

代
田
区
に
あ
る
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お
い
て
富
山
県
連
会
長
の
石
澤
義

文
氏
が
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
じ
め
て
全
国
商
工
会
連
合
会
長

に
選
出
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

お
い
て
全
国
商
工
会
連
合
会
（
全

国
連
）
会
長
に
就
任
し
た
石
澤
富

山
県
商
工
会
連
合
会
長
は
「
会
員

か
ら
信
頼
さ
れ
地
域
か
ら
評
価
さ

れ
る
商
工
会
組
織
と
な
る
た
め
に

は
、
職
員
の
更
な
る
資
質
向
上
は

元
よ
り
、
徹
底
し
た
巡
回
指
導
に

よ
る
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
適
切
な

対
応
に
努
め
る
と
共
に
、
地
域
振

興
の
中
核
と
な
る
よ
う
今
一
度
設

立
の
原
点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
全
国
連
に
お
い
て
も
経
営

改
善
と
地
域
振
興
事
業
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
（
知
恵
袋
）
と
な
る
よ
う

機
能
強
化
を
図
る
と
共
に
、
政
府

に
大
胆
な
政
策
提
言
を
し
て
い
き

た
い
。
今
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を

生
か
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る

た
め
に
全
力
を
傾
け
て
い
き
た

全国商工会連合会
石澤新会長

い
。」
と
強
い
決
意
を
述
べ
、
大

多
数
の
都
道
府
県
連
会
長
の
支
援

を
受
け
、
選
挙
に
よ
り
選
任
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
連
は
、
四
十
七
あ
る
都

道
府
県
商
工
会
連
合
会
を
会
員

と
す
る
組
織
で
あ
る
。
全
国
に

は
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在

千
八
百
十
二
の
商
工
会
が
あ
り
、

そ
の
商
工
会
員
は
、
約
九
十
三
万

事
業
所
と
な
っ
て
お
り
、
組
織
率

は
六
十
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

商工
春
秋
▼
高
速
道
路

の
通
行
料
金

が
休
日
特
別
割
引
で
上

限
千
円
と
な
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
東
京
に
用
事
が
あ
り

車
で
往
復
し
た
。
渋
滞
覚
悟
の
旅

で
あ
っ
た
が
、
逆
コ
ー
ス
で
あ
っ

た
た
め
か
、
意
外
と
ス
ム
ー
ズ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
反
対
の
下
り

車
線
は
長
い
渋
滞
と
な
っ
て
い

た
。
▼
国
内
の
高
速
道
路
四
社
が

連
休
期
間
中
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果
が
発
表

さ
れ
た
。
割
引
料
金
が「
お
で
か

け
」の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
が

六
一
％
、
そ
の
目
的
は
八
四
％

が「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」と
回
答
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
が
、「
地
域
経

済
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
る
」と

思
う
人
が
九
四
％
を
占
め
た
。
今

後
、
高
速
道
路
を
利
用
す
る
機

会（
旅
行
回
数
）も
一
・
三
倍
に
増

加
す
る
と
し
て
い
る
。
▼
高
速

道
路
の
通
行
料
金
割
引
に
加
え
、

映
画「
剱
岳
・
点
の
記
」の
上
映

も
は
じ
ま
る
。
富
山
の
す
ば
ら
し

い
自
然
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
る

と
い
う
機
会
を
逃
さ
ず
全
国
か

ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
チ
ャ

ン
ス
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

石
澤
会
長（
富
山
県
連
会
長
）が

全
国
商
工
会
連
合
会
長
に

　
　
　
　
　
　

  

選
出
さ
れ
る
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●
会
長 

石
澤
義
文
（
い
し
ざ
わ
よ

し
ふ
み
）　

七
十
七
歳　

㈱
石
澤

商
事
代
表
取
締
役
会
長　

昭
和

五
十
八
年 

福
岡
町
商
工
会
長　

平
成
五
年　

富
山
県
商
工
会
連
合

会
長　

現
在　

高
岡
市
商
工
会
長

●
副
会
長 

野
村
正
也
（
の
む
ら
ま

さ
な
り
）　

七
十
一
歳　

北
陸
電

気
工
業
㈱
代
表
取
締
役
会
長　

平

成
十
一
年　

大
沢
野
町
商
工
会
長

現
在　

富
山
市
南
商
工
会
長

●
副
会
長 

西
村
亮
彦
（
に
し
む

ら
あ
き
ひ
こ
）　

七
十
歳　

チ
ュ
ー

モ
ク
㈱
代
表
取
締
役
社
長　

平
成

十
四
年　

福
光
町
商
工
会
長　

現

在　

南
砺
市
商
工
会
長

　

県
商
工
会
連
合
会（
石
澤
義
文
会
長
）の
平
成
二
十
一
年
度
通
常

総
会
が
五
月
二
十
二
日
、
県
下
十
四
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
で
会
長
に

石
澤
義
文
氏（
高
岡
市
）を
再
任
、
副
会
長
に
は
野
村
正
也
氏（
富
山

市
南
・
新
）、
西
村
亮
彦
氏（
南
砺
市
・
新
）を
選
出
す
る
な
ど
の
新

役
員
体
制
を
決
め
た
。

　

開
会
挨

拶
で
石
澤

会
長
は「
我

が
国
経
済

は
、
昨
年

の
後
半
か

ら
続
く
世

界
経
済
の

混
乱
に
よ
り
景
気
悪
化
が
著
し
く
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ

ど
の
経
済
危
機
に
陥
り
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
を
直
撃
し
て
い
る
。

一
方
、
商
工
会
は
商
工
会
組
織
再

編
計
画
に
基
づ
き
、
県
下
十
四
商

工
会
体
制
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
連

合
会
で
は
国
や
県
、
市
町
村
が
講

じ
る
緊
急
経
済
対
策
が
実
効
性
の

【
新
役
員
】

●
会　

長

　

石
澤
義
文（
再
）（
高
岡
市
）

●
副
会
長

　

野
村
正
也（
新
）（
富
山
市
南
）

　

西
村
亮
彦（
新
）（
南
砺
市
）

●
専
務
理
事

山
本
勇
宰（
再
）（
県
連
合
会
）

●
理　

事

　
　
　

大
井
裕
久（
再
）（
朝
日
町
）

　
　
　

岡
田
正
夫（
新
）（
宇
奈
月
町
）

　
　
　

坂
井
穂
悦（
新
）（
上
市
町
）

青
木　

正（
再
）（
立
山
舟
橋
）

　
　
　

田
畑
宏
継（
新
）（
富
山
市
北
）

　
　
　

川
原
敏
彦（
新
）（
富
山
市
八
尾
山
田

）

　
　
　

串
田
伸
男（
新
）（
射
水
市
）

飯
原　

栄（
新
）（
津　

沢
）

　

飯
田
良
榮（
新
）（
庄
川
町
）

　

宮
窪
大
作（
新
）（
県
青
連
会
長
）

　

夏
野
麗
子（
新
）（
県
女
連
会
長
）

　

道
古
伸
夫（
再
）（
県
同
友
会
長
）

●
監　

事

　

扇
原
紀
昭（
再
）（
入
善
町
）

　

林　

説
則（
新
）（
小
矢
部
）

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う「
中
小
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
」

と
合
併
に
よ
り
再
編
さ
れ
た
商
工

会
に
対
す
る「
組
織
強
化
に
向
け

た
支
援
」の
二
つ
の
柱
に
沿
っ
て

積
極
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
議
長
に
、
石
澤
高
岡
市

商
工
会
長
を
選
出
し
て
議
案
審
議

に
入
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
書
承
認
の
件
な
ど
、

七
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
会
長
に
石
澤
義
文
氏
が
再
任
さ

れ
、
副
会
長
に
野
村
正
也
、
西
村

亮
彦
の
両
氏
が
新
し
く
選
出
さ
れ

た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
植
出
耕
一
県

副
知
事
、
高
平
公
嗣
県
議
会
副
議

長
か
ら「
経
済
の
急
速
な
悪
化
が

続
く
中
、
県
・
県
議
会
と
し
て
県

制
度
融
資
の
拡
充
や
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
雇
用
創
出
な
ど
緊
急

の
経
済
・
雇
用
対
策
を
行
い
、
ま

た
先
月
、
国
で
打
ち
出
さ
れ
た

十
五
兆
円
規
模
の
経
済
危
機
対
策

が
国
の
補
正
予
算
成
立
後
に
直
ち

に
対
応
で
き
る
よ
う
六
月
補
正
予

算
も
視
野
に
入
れ
準
備
を
進
め
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
厳
し
い

時
こ
そ
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た

な
経
済
成
長
の
芽
を
育
て
る
政
策

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
祝

辞
が
あ
っ
た
。
ま
た
総
会
の
席
上

に
て
、
次
の
各
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

県連合会通常総会風景

野村新副会長西村新副会長

【
被
表
彰
者
】

　

県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
優
良
職
員

　
　
　

宮
脇
年
範（
高
岡
市
）

・
商
工
貯
蓄
共
済　

個
人
表
彰

　

坂
本
重
夫（
小
矢
部
）

泉　

徳
子（
高
岡
市
）

草
島
恵
子（
入
善
町
）

県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

　

・
立
山
舟
橋
、
富
山
市
南
、
富

　
　

山
市
八
尾
山
田
、
富
山
市
北
、

　
　

高
岡
市
、
南
砺
市
の
各
商
工

　
　

会
正
副
会
長
の
紹
介
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県
下
十
四
商
工
会
に
お
い
て
総
会
（
総
代
会
）
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
体
制
を
整
え
、

平
成
二
十
一
年
度
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

郊
外
の
大
型
小
売
店
の
相
次
ぐ
出
店
や
住
宅
団

地
の
造
成
な
ど
で
県
内
の
各
商
店
街
は
大
変
疲
弊

を
し
て
い
る
。

　

地
域
の
賑
わ
い
の
拠
点
で
あ
る
商
店
街
の
衰
退

が
、
地
域
の
活
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
条
例
整
備
の
必
要
性
を
強
調
し

て
き
た
。
内
容
は
、
県
内
各
地
域
の
中
心
商
店
街

で
の
商
業
者
ら
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組
み
を

支
援
す
る
も
の
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
同
党
で
商
工

や
都
市
問
題
に
携
わ
る
十
八
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
座
長
に
は
中
川
忠
昭
氏
が
就
任
し
た
。
今
後

は
、
同
様
の
条
例
を
制
定
し
た
地
域
へ
の
視
察
や

県
内
商
工
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
な
ど
を
通
じ
、

具
現
化
に
向
け
た
内
容
の
検
討
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

条
例
制
定
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
支
援
」を
!!

～
県
商
工
会
連
合
会
ら
経
済
団
体
が
要
望
～

◇
朝
日
町
商
工
会

　

会　

長　

大
井　

裕
久

　

副
会
長　

扇
谷　
　

誠

　

副
会
長　

氷
見　

良
章

◇
入
善
町
商
工
会

　

会　

長　

扇
原　

紀
昭

　

副
会
長　

松
澤　

孝
浩

　

副
会
長　

藤
井　
　

開

　
専
務
理
事　

鍋
谷　

良
和

◇
宇
奈
月
町
商
工
会

　

会　

長　

岡
田　

正
夫

　

副
会
長　

吉
川　

和
孝

　

副
会
長　

森　
　

正
明

◇
上
市
町
商
工
会

　

会　

長　

坂
井　

穂
悦

　

副
会
長　

小
森　

武
次

　

副
会
長　

小
見　
　

保

◇
立
山
舟
橋
商
工
会

　

会　

長　

青
木　
　

正

　

副
会
長　

森
﨑　

勝
喜

　

副
会
長　

吉
川　

毅
一

　
筆
頭
理
事　

高
平　
　

伸

◇
富
山
市
南
商
工
会

　

会　

長　

野
村　

正
也

　

副
会
長　

梅
本　

良
男

　

副
会
長　

山
元　

一
夫

◇
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　

会　

長　

川
原　

敏
彦

　

副
会
長　

赤
星　

光
信

　

副
会
長　

福
島　

順
二

◇
富
山
市
北
商
工
会

　

会　

長　

田
畑　

宏
継

　

副
会
長　

荻
野　

孝
之

　

副
会
長　

水
口　

益
克

◇
射
水
市
商
工
会

　

会　

長　

串
田　

伸
男

　

副
会
長　

小
川　

記
生

　

副
会
長　

道
古　

伸
夫

◇
高
岡
市
商
工
会

　

会　

長　

石
澤　

義
文

《
県
下
十
四
商
工
会
正
副
会
長
等
》

　

自
民
党
県
議
会
議
員
会
の「
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
仮
称
）検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）」の
初

会
合
が
五
月
二
十
日
に
県
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
一
月
に
県
商
工
会
連
合
会
等
か
ら
出
さ

れ
た
条
例
制
定
を
求
め
る
要
望
を
受
け
た
も
の
で
、

十
二
月
定
例
県
議
会
で
の
制
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

副
会
長　

大
井　
　

弘

　

副
会
長　

酒
井　

善
広

　
専
務
理
事　

須
藤　

節
雄

◇
小
矢
部
商
工
会

　

会　

長　

林　
　

説
則

　

副
会
長　

山
上　

浩
平

　

副
会
長　

新
明　

政
夫

◇
津
沢
商
工
会

　

会　

長　

飯
原　
　

栄

　

副
会
長　

加
賀
谷
國
昭

　

副
会
長　

服
部　

信
雄

◇
庄
川
町
商
工
会

　

会　

長　

飯
田　

良
榮

　

副
会
長　

川
崎　

和
夫

　

副
会
長　

川
那
邊
利
一

◇
南
砺
市
商
工
会

　

会　

長　

西
村　

亮
彦

　

副
会
長　

花
島　

榮
一

　

副
会
長　

松
田　
　

稔

　
専
務
理
事　

細
川　
　

哲
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の
実
質
的
な
運
営
に
向
け
て
、
富

山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
に
全

国
大
会
運
営
委
員
会
を
設
け
る
こ

と
を
決
定
し
、
組
織
体
制
役
割
等

を
決
定
し
た
。

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
宮

窪
大
作
会
長
）
は
、
五
月
二
十
六

日
、
砺
波
市
庄
川
町
の
庄
永
閣
に

お
い
て
、
十
四
の
青
年
部
長
と
県

青
連
執
行
部
に
よ
る
新
体
制
に

な
っ
て
初
め
て
の
部
長
会
議
を

行
っ
た
。

　

宮
窪
会
長
は
、「
本
年
度
は
、

全
国
大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
多

忙
な
年
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
諸
事
業
も
計
画
的
に
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
部

長
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
。
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
や
資
質
向
上
研
修
会

等
の
補
助
事
業
を
中
心
に
夏
ま
で

の
諸
事
業
の
事
業
計
画
等
を
協
議

し
た
。

　

部
長
会
議
終
了
後
、
執
行
部
よ

り
全
国
大
会
の
過
去
の
事
例
等
の

説
明
が
な
さ
れ
、
富
山
大
会
の
組

織
体
制
や
青
年
部
が
行
う
業
務
分

担
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
ま
た
、
十
一
月
の
全
国
大
会

創 業 塾
一般コース

受講者
募集

対 象

場 所

募集定員

申込先

現在創業を準備中、または将来、
創業や独立開業に興味をお持ちの
方、あるいは創業して間もない方で
あれば、どなたでも受講できます。
県中小企業研修センター

40 名 受講料 5,000 円

富山市南商工会 
　　　　　☎ 076-439-6333

2009『富山市南商工会創業塾一般コース』
カリキュラム「全10講座」

6/27 

6/27 

7/ 4 

7/ 4 

7/11

7/11

7/18

7/18

7/25

7/25

「創業？様々な創業スタイルと
　　　　　メリット・デメリット」
「創業事例に学ぶ
　　　だからできた私の創業」

「事業アイデアの発見」

「販売先と商品・サービス」

「ビジネスプランの要素」

「税務・会計」

「資金調達と事業資金の融資」

「会社見学」

「ビジネスプランの作り方」

「協力者や相談先の活用」

　

第
一
回
目
は
「
平
成
二
十
一
年

度
中
小
企
業
支
援
策
」
を
テ
ー
マ

に
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

中
小
企
業
診
断
士
の
布
目
大
剛
氏

を
講
師
に
迎
え
、
新
連
携
事
業
、

農
商
工
連
携
事
業
ま
た
、
経
済
対

策
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
製
品
開
発
等
支
援

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

■ 

県
内
商
工
会
地
域
の
景
況

○
商
業
に
関
す
る
景
況

〈
南
砺
市
・
入
善
町
・
小
矢
部
・

立
山
舟
橋
〉

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
完
売
し

た
こ
と
に
よ
る
期
待
が
大
き
い
。

○
工
業
に
関
す
る
景
況

　

県
内
全
域
に
お
い
て
、
週
休
三

日
と
し
て
い
る
企
業
が
多
い
。ま
た
、

雇
用
調
整
助
成
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
従
業
員
の
解
雇
を
し
な
い
よ
う

企
業
努
力
を
図
っ
て
い
る
。

○
雇
用
に
関
す
る
状
況

〈
小
矢
部
・
南
砺
市
・
富
山
市
南
〉

　

新
規
の
雇
用
は
少
な
い
。
従
来

外
国
人
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

た
が
今
年
度
は
見
合
わ
せ
て
い
る
。

○
金
融
に
関
す
る
状
況

　

政
府
系
金
融
機
関
の
対
応
が
厳

し
い
。緊
急
経
済
対
策
を
活
用
し
、

融
資
額
は
伸
び
て
い
る
。

○
地
域
課
題
に
つ
い
て

〈
小
矢
部
〉

　

道
の
駅
が
開
設
さ
れ
、
交
流
人

口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

〈
津
沢
〉

　

商
工
会

近
く
の
敷

地
で
市
を

開
設
し
、

特
産
品
の

拡
販
に
繋

げ
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
二
十
六
日
、
県
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
一
回

経
営
支
援
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
県
下
十
一
商
工
会
、
一
広

域
協
議
会
で
代
表
と
な
る
経
営
指
導
員
を
推
進
員
に
委
嘱
し
、
地
域
力
連

携
拠
点
事
業
の
効
率
的
な
推
進
、
毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
て
行
う
研
修
会
、

そ
し
て
商
工
会
地
域
の
景
況
に
つ
い
て
協
議
す
る
事
な
ど
を
目
的
に
毎
月

開
催
す
る
予
定
。

中小企業診断士 布目大剛氏による説明
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
ま
た
経
済

活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
国
・
県
で
は
そ
の
対
応
策
を
盛

り
込
ん
だ
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
早
期
策
定
を
推
進
し
て
い
る
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
を
推
進

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
を
推
進

B
C
P

B
C
P

B
C
P

　

県
商
工
同
友
会
（
道
古
伸
夫

会
長
）
は
、
五
月
二
十
七
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
同
総
会

に
は
県
下
十
七
商
工
同
友
会
よ

り
会
員
約
百
名
が
出
席
し
、
来

賓
に
戸
高
秀
史
県
商
工
労
働
部

理
事
、
柴
雅
棋
県
商
業
ま
ち
づ

く
り
課
長
ら
を
迎
え
開
か
れ
た
。

　

道
古
会
長
は「
商
工

会
合
併
に
伴
い
、
県
下

商
工
同
友
会
の
組
織
体

制
も
十
七
箇
所
に
再
編

さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
ま
で
以
上
に
各

商
工
同
友
会
と
の
連
携

を
強
化
し
事
業
推
進
に

努
め
る
と
共
に
飛
躍
の

年
と
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
、
車

進
一
射
水
市
商
工
同

友
会
前
会
長
を
議
長
に

議
案
審
議
に
入
り
、
平

平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
を
開
催

県
商
工
同
友
会

立川昭吾氏による講演

BCP（事業継続計画）策定のイメージ例BCP（事業継続計画）策定のイメージ例BCP（事業継続計画）策定のイメージ例

自社が遭遇する重大な自然災害などを確認する。

＜自然災害の場合＞
STEP1

自社の存続にかかわる重要な業務を挙げてみる。STEP2

中核事業を復旧させる目標時間を設定する。STEP3

復旧に長時間を要する資源を特定する。STEP4

資金調達についても考えておく。STEP5

対策や代替手段を考える。STEP6

従業員、取引先などとの共通認識を持つ。STEP7

安否確認と取引先との連絡手段を考える。STEP8

今度、実施すべきことを整理し、計画的に進めていく。STEP9

1年間の活動を総括して、BCPを見直す。STEP10

BCP（事業継続計画）策定のイメージ例BCP（事業継続計画）策定のイメージ例BCP（事業継続計画）策定のイメージ例

自社が遭遇する重大な自然災害などを確認する。

＜自然災害の場合＞
STEP1

自社の存続にかかわる重要な業務を挙げてみる。STEP2

中核事業を復旧させる目標時間を設定する。STEP3

復旧に長時間を要する資源を特定する。STEP4

資金調達についても考えておく。STEP5

対策や代替手段を考える。STEP6

従業員、取引先などとの共通認識を持つ。STEP7

安否確認と取引先との連絡手段を考える。STEP8

今度、実施すべきことを整理し、計画的に進めていく。STEP9

1年間の活動を総括して、BCPを見直す。STEP10

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
地
震
・
大
雨
等
の
自
然
災

害
な
ど
企
業
活
動
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
事
態
を
事
前
に
防
止
す
る
こ

と
や
、
ま
た
被
害
に
直
面
し
て
し

ま
っ
た
場
合
の
早
期
復
旧
等
を
予

め
予
想
し
、
関
係
者
間
で
共
有
し

て
お
く
こ
と
で
企
業
継
続
に
役
立

て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

様
々
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
企
業

の
危
機
管
理
対
応
が
重
要
視
さ

れ
、
ま
た
経
済
や
事
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
、
国
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
運
用
指
針
を
設
け
、
そ

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

成
二
十
年
度
事
業
報
告
や
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画（
案
）な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案

原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

  
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
Ｃ

Ｔ
Ｐ（
認
定
事
業
再
生
士
）の
立

川
昭
吾
氏
を
講
師
に
迎
え「
激
変

時
代
の
経
営
術
〜
生
き
残
り
の

条
件
〜
」と
題
し
講
演
が
行
わ
れ

た
。
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青
年
部
・
女
性
部

青
年
部
・
女
性
部

「
地
域
活
性
化
・
雇
用
促
進
資
金
」

　
　
　
　
等
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

「
経
済
危
機
対
策
」
に
基
づ
き
雇

用
の
促
進
等
を
図
る
中
小
企
業

者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
。

●
地
域
活
性
化
・
雇
用
促
進
資

金
の
拡
充

（
融
資
対
象
者
）
次
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
中
小
企
業
者

① 

雇
用
調
整
助
成
金
等
の
届
出

が
受
理
さ
れ
た
方

② 

新
た
に
二
名
以
上
（
従
業
員

二
十
名
以
下
の
企
業
等
の
場
合

は
一
名
以
上
）
の
雇
用
を
行
う
方

（
資
金
使
途
） 

運
転
資
金

（
融
資
限
度
額
） 四
、八
〇
〇
万
円

（
返
済
期
間
）
七
年
以
内(

う
ち

据
置
期
間
一
年
以
内)

（
融
資
利
率
）
年
二・〇
％
〜

●
新
創
業
融
資
制
度
の
拡
充

・
返
済
期
間
及
び
据
置
期
間
の

延
長

●
第
三
者
保
証
人
等
を
不
要
と

す
る
融
資
の
拡
充

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
利

用
の
場
合
の
据
置
期
間
延
長

＊
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
県
商
工
会
連

合
会
は
、
中
部
経
済
産
業
局
よ
り

委
託
を
受
け
て
、
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

　

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
は
、
国

の
小
規
模
企
業
対
策
の
柱
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、

全
国
約
三
百
箇
所（
県
内
六
箇
所
）

が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

支
援
拠
点
に
は
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
配
置
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者

等
の
経
営
課
題
等
の
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

  

重
点
支
援
事
項

一
．
経
営
力
の
向
上
支
援

●
企
業
の
情
報
化
支
援

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
経
営
の
効
率
化

を
図
る
事
業
者
等
を
支
援
し
ま
す
。

●
農
商
工
連
携
・
経
営
革
新
・
新

連
携
等
の
事
業
計
画
の
策
定
支
援

　

小
規
模
事
業
者
等
が
新
し
く
取

り
組
む
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
経

営
革
新
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中

で
、
企
業
の
経
営
資
源
の
見
極
め

を
行
い
、
実
現
可
能
性
が
高
ま
る

よ
う
事
業
計
画
を
磨
き
あ
げ
ま
す
。

●
特
産
品
等
の
販
路
を
広
げ
る
懇

談
会

　

地
域
の
特
産
品
は
県
外
等
の
市

場
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
よ
り
評

価
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
関

東
地
区
の
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー

等
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
、
地

域
に
埋
も
れ
た
特
産
品
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
販
路
拡
大
を
支
援
し

ま
す
。

二
．
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　
　
　
　
　
　
　

事
業
再
生
支
援

　

創
業
を
目
指
す
方
、
事
業
の
先

行
き
が
不
明
な
方
等
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

三
．
事
業
承
継
支
援

　

廃
業
を
希
望
す
る
方
と
創
業
を

目
指
す
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
計
画

的
な
事
業
承
継
を
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
の
流
れ

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

商
工
会
の
経
営
指
導
員
の
巡
回
し
て

来
た
際
に
ご
相
談
下
さ
い
。

先
進
的
・
独
創
的
な　

　
　
　
　

事
業
を
募
集

青
年
部
・
女
性
部
の

グ
ル
ー
プ
単
位
で
も
応
募
可
能

　

小
規
模
事
業
者
等
の
新
た
な
取
り
組
み
や
経
営
上
の
悩
み
に
積
極
的

に
対
応
し
ま
す
。

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
は
、

平
成
二
十
一
年
度
事
業
の「
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
」の
実
施
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
て
い
る
。
単
位
商
工
会
の

青
年
部
女
性
部
に
よ
る
事
業
の

ほ
か
、
青
年
部
・
女
性
部
の
部

員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募

も
可
能
。
提
案
さ
れ
た
企
画
の

中
か
ら
先
進
性
、
独
創
性
の
観

点
か
ら
審
査
さ
れ
助
成
案
件
が

決
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
事
業
は
平
成
十
八

年
度
よ
り
提
案
公
募
型
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

二
十
一
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い

る
。

※
募
集
締
切
は
六
月
十
九
日

（
金
）ま
で
。
助
成
条
件
な
ど
応

募
に
係
る
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
振

興
課（
☎
四
四
一―

二
七
一
六
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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 平成20年度商工会元気推奨優良店　富山県町村会長賞

　昭和４８年 3月、時計・宝飾・メガネ販売を夫婦二人、
朝日町泊本町で開業以来、地域の方々に支えられなが
ら、昭和５４年に現在の場所に移転しました。立地は、
ＪＲ泊駅や食品スーパーに近くロードサイドに面してお
り、店舗のショーウインドウを上手に使い季節感を演
出し、店内の照明も明るく訴求力を高めています。
　近年の経営環境は、景気低迷により宝飾・高級時計
の販売が振るわず、また近隣市町村にメガネ販売のディ
スカウント店等の進出により価格破壊が進み量販店と
差別化した「専門性」と「品揃え」、「サービス」を提案
するショップへと業態転換が迫られました。
◎付加価値の高い業態へ
　後継者である長男が、メガネ産地である福井県鯖江市
で、メガネフレームなどについて勉強したことを生かして、
どうすれば心地よく長く使用してもらえるだろうか？を
テーマに「時間をかけなきゃできないことがある」をショッ
プコンセプトとして、メガネ販売に特化した店作りを進め
ることとしました。
　そうするにはモノの作りの良さは勿論、顔や眼に合わせ

long life glasses　ユジマ　店主　湯 島 冨司雄 
住所／朝日町平柳 148-29　電話／ 0765-83-0246　営業時間／ 9:00 ～ 19:30 　定休日／水曜　駐車場／ 6 台　http://www.fitweb.or.jp/~yujima/

 “ 本物 ” がここにある
　　　  いそがない眼鏡

て調整することがかなり重要になってきます。十人いれば
みな違う顔、違う感覚を持っています。時間がかかっても
そこを私たちが合わせていかなくてはいけないと考えてお
ります。
　また、品揃えにしても日本の眼鏡職人の手によって１０
年先もお気に入りでいられるデザインとフォルム、機能性
を兼ね備えた眼鏡を多種にわたり陳列することとしました。

◎広告宣伝活動
　商圏人口が減少する中、個性あるホームページや雑誌
等にお客様に自信を持って提案できる商品を掲載し、町
外からこだわりの一本を求めて来店されるお客様も徐々
に増えはじめて
おり、今後は日々
のホームページ
更 新 が 課 題 と
なっています。

　

水
橋
商
工
同
友
会
は
水
橋
地

域
全
体
の
問
題
や
課
題
な
ど
を

独
自
の
視
点
か
ら
提
起
し
、
地

域
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と「
水
橋
地
域
ビ
ジ
ョ
ン（
や
さ

し
い
町
づ
く
り
）」を
発
刊
し
た
。

　

水
橋
商
工
同
友
会
は
、
解
散

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の

今
ま
で
の
活
動
の
集
大
成
の
位

置
付
け
の
も
と
、
そ
の
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

内
容
は
、
水
橋
地
域
の
現
状

や
地
域
整
備
計
画
等
の
状
況
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
地
域
課
題
の

抽
出
や
将
来
像
、
最
後
に「
基

本
は
人
づ
く
り
」「
基
幹
産
業

の
発
展
」「
優
し
い
町
づ
く
り
」

が
大
切
で
あ
る
と
提
言
し
て
い

る
。

 

水
橋
地
域
ビ
ジ
ョ
ン　

「
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」　

　
　
　
　
　

 　
を
発
刊
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❶
週
所
定
労
働
時
間
二
十
時
間
以

上
の
短
時
間
就
労
者
及
び
派
遣
労

働
者
の
適
用
基
準
で
、
雇
用
見
込

み
の
期
間
が
「
十
二
ヶ
月
以
上
」

か
ら
「
六
ヶ
月
以
上
」
に
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。

❷
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
ず
離
職

し
た
有
期
契
約
労
働
者
は
、解
雇
・

倒
産
等
の
取
扱
い
と
同
様
、
離
職

の
日
一
年
間
に
被
保
険
者
期
間
が

通
算
し
て
六
ヶ
月
以
上
で
あ
れ

ば
、
受
給
資
格
要
件
を
満
た
す
こ

と
と
な
り
、
所
定
給
付
日
数
も
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

❸
受
給
中
に
早
期
に
再
就
職
し
た

人
が
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る「
再
就
職
手
当
」

は
、
こ
れ
ま
で
支
給
残
日
数
の
三

〇
％
（
給
付
率
）
の
日
数
分
に
相

当
す
る
額
で
し
た
が
、
給
付
率
が

四
〇
％
ま
た
は
五
〇
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

❹
雇
用
保
険
料
率
が
以
下
の
と
お

り
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
平

成
二
十
一
年
度
分
に
限
る
）

※

こ
の
ほ
か
に
も
、
改
正
さ
れ
た
点
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
が
変
わ
り
ま
し
た
！

平成 20 年度平成 21 年度

一般の事業

保険率

15/1000

17/1000

18/1000

9/1000

10/1000

11/1000

6/1000

7/1000

7/1000

被保険者
負担率

事業主
負担率

農林水産・
清酒製造業

建　設　業

一般の事業

保険率

11/1000

13/1000

14/1000

7/1000

8/1000

9/1000

4/1000

5/1000

5/1000

被保険者
負担率

事業主
負担率

農林水産・
清酒製造業

建　設　業

　

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
、
雇
用
保
険
制
度
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
及
び
失
業
さ
れ
た
方
に
対
す
る
再
就
職
支
援
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
公
告
は
、
規
模
や
株
式
の
公

開
・
非
公
開
の
区
分
、
機
関
設
計
の
如

何
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
株
式
会
社
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
会
社
法
第

四
四
〇
条
）。

　

従
来
、
決
算
公
告
は
新
聞
や
官
報
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
費
用
負

担
は
数
万
円
〜
百
数
十
万
円
と
大
き
な

も
の
で
し
た
。

　

現
行
の
会
社
法
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
決
算
公
告

を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
の
決
算
公
告
は
、
低
予
算
で

公
開
で
き
る
の
で
、
お
勧
め
で
す
。

　

実
施
方
法
は
、
商
工
会
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
〇
〇
万
会

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
い
小
規
模
事
業
者

に
も
、
決
算
公
告
の
機
会
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

　

決
算
公
告
掲
載
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で
お
問
合

わ
せ
下
さ
い
。

戸出七夕まつり
舟見七夕まつり
市姫さんど
２００９いなみ太子伝観光祭

水橋橋まつり
源平火牛まつり
ＷａＧｏ！だらまつり２００９
越中大門サマ－フェスティバル
佐々成政戦国時代祭り
東西砺波盤持大会・ちびっ子盤持大会

７／３（金）～７（火）
７／６（月）～７（火）
７／１９（日）
７／２４（金）～２６（日）

７／２５（土）
７／２５（土）
７／２６（日）
７／２６（日）
７／２６（日）
７／２６（日）

戸出七夕まつり実行委員会
舟見七夕まつり実行委員会事務局
上市町商工会
いなみ太子伝観光祭実行委員会

水橋橋まつり協議会
小矢部商工会
富山市北商工会和合支所
射水市商工会大門支所
富山市南商工会大山支部
南砺市商工会城端事務所

0766-63-0792
0765-78-9555
076-472-0716
0763-82-0184

076-479-1267
0766-67-0756
076-435-0182
0766-52-3510
076-483-1420
0763-62-2163

イベント名 開 催 日 お問合せ先

７月月各地の

（南砺市商工会井波事務所内）


